




第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書 
 

 

１．共通事項 

行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄  

地 域 的 特 徴 戸建て住宅、共同住宅や産業施設が混在。  

まち並みの連続性 低層、中高層の建物、モノレール等が混在した街並み。  

周辺建物のデザイン シンプルな形状で落ち着いた色彩の建物が点在。  

眺 望 景 観 
南側は、低層の住宅地。東側と北側には湘南モノレールが上空を通っ

ています。 
 

景 観 資 源 西側には柏尾川、北側には新川があり、周辺には山並みがあります。  

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

配 置 ◎ 
建物は、隣地、道路境界から極力離隔を確保し、周辺への圧

迫感の低減に配慮しています。 
 

形 態 意 匠 〇 
規模の大きな建物となるため、外形はシンプルな構成にしま

す。 
 

色 彩 〇 
周辺の建物に合わせ、アイボリーを基調とした、周囲に調和した

色彩とします。 
 

建 築 設 備 〇 
電気室、ポンプ室は地上に計画し、境界際から離した位置に配棟し

ております。機械式駐車場は、ルーバーを設置し、修景に配慮。 
 

外 構 緑 化 ◎ 
モミジ、サクラといった、四季を感じられる植栽を施します。東側

の道路からも視認できる計画とします。 
 

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

造 成 〇 地盤レベルは沿道部との連続性に配慮し計画します。  

擁 壁 〇 極力地表面に出さないよう計画します。  

敷き際・緑化 ◎ 
カシをベースとしアクセントとしてモミジ、サクラ、サルス

ベリ等を植栽。中木や低木もバランスよく植栽します。 
 

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 
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